




問  

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
今
後
の
導
入
は

答  

検
証
結
果
と
意
見
を
ふ
ま
え
て
検
討

問
【
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
つ
い
て
】

答

実
証
運
行
は
移
動

手
段
の
確
保
を
目
的
と

し
て
令
和
７
年
11
月
１

日
か
ら
12
月
27
日
ま
で

実
施
し
て
お
り
、
12
月

６
日
現
在
で
日
中
運
行

は
22
件
22
名
、
夜
間
運

行
は
22
件
39
名
の
利
用

と
な
っ
て
お
り
、
実
証

運
行
で
得
ら
れ
た
結
果

や
意
見
を
踏
ま
え
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
天

城
町
地
域
公
共
交
通
会

議
に
お
い
て
本
格
導
入

の
可
否
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

問
【
小
規
模
商
店
へ
の

支
援
に
つ
い
て
】
小
規

模
商
店
へ
の
支
援
の
必

要
性
は
。

答

大
型
商
業
店
舗
進

出
に
よ
り
、
町
外
へ
の

購
買
力
の
流
出
の
防
止

及
び
人
流
の
増
加
で
あ

る
一
定
の
業
種
（
飲
食

業
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
）
に
は
、
経
済
的

な
波
及
効
果
と
地
元
雇

用
の
創
出
及
び
税
収
が

期
待
さ
れ
る
。一
方
で
、

同
等
の
商
品
を
取
り
扱

う
小
規
模
商
店
に
お
い

て
は
価
格
競
争
等
に
よ

る
企
業
努
力
が
求
め
ら

れ
る
か
と
考
え
る
。
国

の
重
点
支
援
交
付
金
等

を
活
用
し
て
、
町
内
の

小
規
模
商
店
へ
の
支
援

策
を
考
え
た
い
。

問
【
あ
ま
ぎ
自
然
と
伝

統
文
化
体
験
館
の
直
売

所
に
つ
い
て
】
直
売
所

開
業
に
向
け
て
現
在
の

進
捗
に
つ
い
て
。

答
「
空
の
駅
あ
ま
ぎ
」

へ
の
業
務
委
託
決
定
。

運
営
主
体
を
「
空
の
駅

あ
ま
ぎ
」
へ
運
営
委
託

す
る
こ
と
に
し
た
。
出

荷
物
の
栽
培
依
頼
、
出

荷
者
募
集
を
引
き
続
き

行
い
、「
い
つ
・
何
が
・

ど
の
く
ら
い
」
売
れ

た
か
と
い
う
情
報
を
記

録
・
集
計
で
き
る
レ
ジ

及
び
陳
列
棚
等
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

問

天
城
町
の
観
光
振

興
は
。

答

観
光
商
品
開
発
開

始
。

　

観
光
庁
に
登
録
さ
れ

て
い
る
専
門
家
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え

入
れ
、
民
間
の
方
を
中

心
に
、
新
し
い
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
方
法

や
観
光
周
遊
コ
ー
ス
等

の
商
品
開
発
の
協
議
を

進
め
、
本
施
設
を
拠
点

と
し
て
、
町
内
滞
在

型
、
体
験
型
の
商
品
開

発
を
進
め
、
観
光
振
興

に
つ
な
げ
た
い
。

問
【
平
土
野
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
い
て
】
飲

食
業
等
参
入
の
後
押
し

は
。

答

平
土
野
地
区
内
で

の
開
業
に
特
化
し
た
補

助
を
実
施
中
。

平
土
野
商
店
街
で
起
業

を
目
指
す
方
々
へ
補
助

事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
飲
食
店
開
業
に
特

化
し
た
「
平
土
野
地
区

活
性
化
基
金
活
用
事
業

補
助
金
」
で
創
業
経

費
の
２
分
の
１
上
限

1
0
0
万
円
を
補
助
。

職
種
を
問
わ
ず
開
業
に

活
用
で
き
る
「
平
土
野

地
区
起
業
化
支
援
事
業

補
助
金
」
で
創
業
経
費

の
２
分
の
１
上
限
50
万

円
を
補
助
し
て
い
る
。

役
場
も
し
く
は
商
工
会

窓
口
へ
相
談
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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問  

町
道
、
農
道
施
設
の
管
理
体
制
は

答  

職
員
対
応
及
び
町
内
建
設
業
者
へ

依
頼
し
対
応

問
【
建
設
行
政
に
つ
い

て
】
町
道
、
農
道
施
設

の
管
理
体
制
に
つ
い
て
。

答

町
道
の
軽
微
な
修

繕
に
つ
い
て
は
、
職
員

で
対
応
可
能
な
規
模
の

箇
所
に
つ
い
て
は
職
員

で
対
応
し
、
そ
れ
以
上

の
規
模
に
な
る
場
合

は
、
町
内
建
設
業
者
等

へ
依
頼
を
し
て
対
応
し

て
い
る
。
集
落
区
長
ま

た
は
町
民
か
ら
直
接
連

絡
を
受
け
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
至
急
現
場
を

確
認
し
、
補
修
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。

問

前
野
住
宅
Ｂ
棟
駐

車
場
入
口
広
げ
ら
れ
な

い
か
。

答

前
野
団
地
Ｂ
棟
は

令
和
６
年
に
完
成
し
、

子
育
て
世
帯
６
世
帯
が

現
在
入
居
中
で
集
落
の

活
性
化
に
寄
与
し
て
い

る
も
の
と
思
う
。
入
口

に
つ
い
て
は
、
町
道
と

鋭
角
に
な
っ
て
お
り
少

し
不
便
に
感
じ
る
。
入

口
左
側
を
１
〜
１
．
５

ｍ
程
度
、
拡
張
し
、
不

便
解
消
に
努
め
る
。

問
【
水
道
事
業
に
つ
い

て
】
国
土
強
じ
ん
化
推

進
事
業
等
で
配
水
管
本

管
の
更
新
を
進
め
ら
れ

な
い
か
。

答

配
水
管
更
新
は
国

土
強
靱
化
の
重
点
分
野

で
あ
る
。
天
城
町
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
に
お

い
て
、
安
定
的
な
水
道

供
給
を
図
る
た
め
、
配

水
・
送
水
施
設
の
更

新
、
老
朽
化
施
設
や
老

朽
管
路
の
改
修
と
維
持

管
理
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
、と
し
て
い
る
。

そ
の
計
画
を
ふ
ま
え
て
、

国
庫
補
助
金
の
簡
易
水

道
等
施
設
整
備
費
（
生

活
基
盤
近
代
化
事
業
）

を
活
用
し
て
令
和
５
年

度
か
ら
令
和
９
年
度
の

５
か
年
間
で
松
原
浄
水

場
、中
部
第
５
（
三
京
）

浄
水
場
、中
部
第
２（
瀬

滝
）
浄
水
場
、
中
部
第

４
（
当
部
）
浄
水
場
の

更
新
を
年
次
ご
と
に
進

め
て
い
る
。
配
水
管
本

管
の
更
新
に
つ
い
て

も
、
令
和
５
年
度
に
大

津
川
地
区
内
、
令
和
６

年
度
と
７
年
度
に
瀬
滝

地
区
の
一
部
に
て
水
圧

の
低
い
地
域
を
布
設
替

え
し
て
い
る
。
補
助
対

象
条
件
の
ク
リ
ア
、
予

算
の
制
限
、
水
道
事
業

の
経
営
状
況
（
水
道
料

金
の
改
定
等
）
も
あ
る

の
で
、
今
後
も
計
画
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に

調
整
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
【
教
育
行
政
に
つ
い

て
】
野
生
バ
ト
な
ど
に

よ
る
学
校
な
ど
へ
の
糞

害
の
対
応
に
つ
い
て
。

答

岡
前
小
学
校
に
お

け
る
野
生
バ
ト
に
よ
る

糞
害
の
現
状
は
把
握
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
現

場
を
確
認
し
た
り
、
ハ

ト
対
策
と
し
て
固
形
タ

イ
プ
や
ス
プ
レ
ー
式
の

忌
避
剤
で
対
応
を
し
た

が
、
効
果
は
一
時
的
な

も
の
だ
っ
た
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
児
童

が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
令
和

８
年
度
に
お
い
て
市
販

さ
れ
て
い
る
鳥
害
対
策

品
な
ど
の
設
置
や
学
校

施
設
に
隣
接
す
る
木
を

伐
採
す
る
な
ど
、ハ
ト
が

近
寄
り
に
く
い
環
境
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問  

地
域
福
祉
計
画
及
び
活
動
計
画
に

つ
い
て

答  

令
和
８
年
度
に
次
期
地
域
福
祉
計

画
を
策
定
予
定

問

次
期
計
画
策
定
に

お
い
て
地
方
再
犯
防
止

推
進
計
画
の
策
定
及
び

導
入
に
つ
い
て
。

答

令
和
３
年
度
に
第

２
期
天
城
町
地
域
福
祉

計
画
（
Ｒ
４
〜
Ｒ
８
）

を
策
定
し
て
い
る
。
そ

の
中
の
基
本
目
標
の
１

つ
に
お
い
て
、「
安
心
、

安
全
な
暮
ら
し
を
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
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て
防
犯
に
対
す
る
活
動

等
を
策
定
し
て
い
る
が
、

地
方
再
犯
防
止
推
進
計

画
に
つ
い
て
は
策
定
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

令
和
８
年
度
に
次
期

地
域
福
祉
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る

の
で
、
政
策
的
に
関
連

の
深
い
本
計
画
に
包
含

し
、
地
方
再
犯
防
止
推

進
計
画
を
策
定
す
る
。

問
【
建
設
行
政
に
つ
い

て
】
集
落
環
境
整
備
事

業
の
執
行
状
況
及
び
集

落
内
道
路
伐
採
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
。

答

集
落
環
境
整
備
事

業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
繰
越
、
３

件
発
注
済
み
、
令
和
７

年
度
が
４
件
発
注
済
み

で
年
内
完
了
予
定
。

　

集
落
内
道
路
伐
採
整

備
に
つ
い
て
、
町
道
法

面
の
樹
木
の
伐
採
は
、

基
本
的
に
道
路
維
持
作

業
員
で
伐
採
し
、
必
要

に
応
じ
て
民
間
の
伐
採

業
者
な
ど
へ
の
依
頼
で

対
応
し
て
い
る
。

　

個
人
の
畑
や
住
宅
敷

地
か
ら
道
路
上
へ
繁
茂

し
た
草
木
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
そ
の
所
有
者
で
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
状
況
に
応

じ
て
道
路
維
持
作
業
員

で
対
応
し
て
い
る
。

問  

小
中
学
校
に
導
入
し
た
仮
想
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
改
善
は

答  

導
入
業
者
な
ど
に
原
因
究
明
や
対

応
策
を
依
頼

問
【
住
ん
で
良
か
っ

た
。
く
ら
し
満
足
度
№

１
の
ま
ち
を
目
指
す「
教

育
行
政
」
に
つ
い
て
】

小
中
学
校
に
導
入
し
た

仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
不
具
合
改
善

の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。

答

小
中
学
校
に
導
入

し
た
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン

の
立
ち
上
が
り
や
動
き

が
遅
い
、
使
用
中
に
切

断
す
る
な
ど
の
問
題
点

が
あ
る
。
学
校
現
場
に

於
い
て
パ
ソ
コ
ン
が

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
な
不
具
合
」
が

あ
っ
た
か
と
い
う
情
報

を
集
約
し
、
そ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
、
導

入
業
者
な
ど
に
原
因
究

明
や
そ
の
対
応
策
を
依

頼
し
て
い
る
。

問
【
南
部
地
区
振
興
に

つ
い
て
】
秋
利
神
キ
ャ

ン
パ
ス
パ
ー
ク
の
再
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

答

秋
利
神
キ
ャ
ン
パ

ス
パ
ー
ク
の
再
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど

を
整
備
す
る
予
定
で
、

秋
利
神
川
よ
り
南
側
の

実
施
設
計
が
完
了
し
て

い
る
。
芝
生
の
整
備
に

は
助
成
事
業
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
そ
の

他
建
築
物
・
工
作
物
等

の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
８
年
度
中
に

補
助
事
業
等
の
活
用
も

含
め
、
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

問

瀬
滝
集
落
中
組
地

区
内
道
路
の
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答

ご
質
問
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
、
町
道
拡
張
工

事
の
際
に
、
町
が
建
築

し
た
塀
で
あ
る
と
推
察

さ
れ
る
が
、
現
況
は
町

道
側
に
傾
い
て
い
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
地
権
者
３
名
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

問

瀬
滝
地
区
農
道
舗

装
（
通
作
条
件
整
備
）

事
業
の
着
工
と
完
了
予

定
に
つ
い
て
。

答

令
和
６
年
度
か
ら

改
良
工
事
を
開
始
し
て

お
り
、
令
和
９
年
度
完

了
の
予
定
で
あ
る
。

問
【
健
全
な
行
財
政
運

営
に
つ
い
て
】
第
６
次

天
城
町
総
合
振
興
計
画

に
お
け
る
後
期
基
本
計

画
及
び
実
施
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
。

答

現
在
、
令
和
８
年

度
か
ら
５
年
間
の
後
期

基
本
計
画
及
び
実
施
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
る
。
課
長
会
で
組

織
す
る
策
定
委
員
会
、

有
識
者
等
で
組
織
す
る

審
議
会
に
お
け
る
審
議

を
経
て
、
３
月
末
ま
で
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に
策
定
す
る
。

問

第
３
次
天
城
町
行

政
改
革
大
綱
実
施
計
画

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
。

答

現
在
、
各
課
に
お

い
て
自
己
検
証
・
評
価

し
た
令
和
６
年
度
の
結

果
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
年

明
け
に
も
、
天
城
町
行

政
改
革
推
進
本
部
会
議

及
び
天
城
町
行
政
改
革

推
進
委
員
会
に
お
い
て

審
議
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

問

自
主
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
。

答

本
町
の
自
主
財
源

の
確
保
に
つ
き
ま
し
て

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
措
置
等
に
関
す
る

条
例
を
履
行
す
る
と
と

も
に
、
天
城
町
未
収
金

徴
収
対
策
会
議
を
開
催

し
、
町
税
や
各
種
使
用

料
等
に
関
し
て
、
前
年

度
の
実
績
を
踏
ま
え
て

本
年
度
の
目
標
徴
収
率

を
設
定
し
、
各
課
に
お

い
て
達
成
す
る
た
め
の

取
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

問

農
地
転
用
に
関
す

る
法
改
正
に
つ
い
て
。

答

令
和
７
年
３
月
に

天
城
町
地
域
計
画
が
策

定
さ
れ
、
地
域
計
画
内

の
農
地
を
転
用
す
る
際

に
は
、
そ
の
計
画
変
更

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

農
地
転
用
を
行
う
際
に

は
、
そ
の
手
続
き
に
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、

農
地
を
転
用
す
る
場
合

に
は
早
め
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問  

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
農

作
物
被
害
の
現
況
把
握
は

答  

一
部
で
集
落
内
ま
で
拡
大
し
て
い

る
と
認
識

問
【
農
政
に
つ
い
て
】

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

に
よ
る
農
作
物
被
害
が

増
加
し
被
害
地
域
も
拡

大
し
て
い
る
が
、
現
況

把
握
は
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答

各
集
落
の
山
裾
の

一
帯
で
も
被
害
が
確
認

さ
れ
一
部
で
集
落
内
ま

で
拡
大
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

問

被
害
に
対
す
る
今

後
の
課
題
と
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答

現
在
、
防
護
柵
・

電
気
柵
の
設
置
が
有
効

な
対
策
で
あ
り
、
そ
の

資
材
購
入
助
成
を
行
っ

て
い
る
。

問

山
林
を
ス
ポ
ッ
ト

的
に
伐
採
を
し
て
、
餌

場
を
確
保
す
る
事
に
よ

り
お
り
て
く
る
ク
ロ
ウ

サ
ギ
を
減
ら
す
事
が
で

き
る
と
思
う
が
、
事
業

と
し
て
で
き
な
い
か
。

答

餌
場
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ウ

サ
ギ
が
集
中
し
、
野
ネ

コ
・
野
犬
の
標
的
に
な

る
心
配
も
あ
る
の
で
、

関
係
部
署
と
協
議
し
て

進
め
て
い
く
。

問
【
町
政
運
営
に
つ
い

て
】
前
回
（
第
３
回
定

例
会
）
で
質
問
し
た
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
建
設
計

画
に
伴
う
そ
の
後
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

①
現
在
、
建
設
計

画
に
係
る
町
有
地
の
払

い
下
げ
の
申
請
書
の
提

出
は
な
い
。

　

②
当
該
町
有
地
に
つ

い
て
は
、
測
量
業
務
が

完
了
し
た
の
で
、
今

後
、
現
況
に
沿
っ
た
分

筆
作
業
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問

前
定
例
会
（
第
３

回
定
例
会
）
で
、
当
該

町
有
地
に
隣
接
す
る
町

有
地
を
含
め
た
地
区
全

体
地
積
測
量
を
行
い
地

籍
を
確
定
す
る
と
確
約

し
て
い
る
が
、
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

答

隣
接
す
る
町
有
地

を
含
め
た
地
区
全
体
の

地
籍
確
定
を
行
う
。
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問  

離
島
割
引
カ
ー
ド
（
準
住
民
）
の

発
行
件
数
、
周
知
は

答  

各
関
係
部
署
と
も
連
携
を
は
か
り

周
知
徹
底
に
努
め
て
い
く

問
【
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
】
離
島
割
引

カ
ー
ド
（
準
住
民
）
の

発
行
件
数
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か

　

周
知
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

※
準
住
民
と
は

　

①
奄
美
群
島
外
の
学

校
等
に
在
学
す
る
学
生

で
奄
美
群
島
在
住
の
住

民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
　

②
徳
之
島
に
住
ん
で

い
る
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
親
族
の
介
護
の

た
め
反
復
継
続
的
（
年

３
回
以
上
）
に
本
土
か

ら
来
島
さ
れ
る
18
歳
以

上
の
方

　

※
準
住
民
に
準
ず
る

（
天
城
町　

独
自
補
助

制
度
）

　

③
沖
縄
県
の
学
校
等

に
在
学
す
る
学
生
で
天

城
町
在
住
の
住
民
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方

答

離
島
割
引
カ
ー
ド

（
準
住
民
）
の
令
和
７

年
度
発
行
件
数
11
月
末

現
在
で
①
学
生
用
17
件

②
介
護
帰
省
用
16
件
③

沖
縄
在
学
学
生
（
町
単

独
事
業
）
０
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

周
知
方
法
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
天
城
町
く

ら
し
の
便
利
帳
へ
の
掲

載
や
Ａ
Ｙ
Ｔ
を
活
用
し

て
行
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
各
関
係
部
署
と
も

連
携
を
は
か
り
周
知
徹

底
に
努
め
て
い
く
。

問
【
行
政
運
営
に
つ
い

て
】
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答

11
月
21
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
『「
強
い

経
済
」
を
実
現
す
る
総

合
経
済
対
策
』
に
て
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
拡
充
が
明
記
さ
れ

た
。
国
会
で
は
補
正
予

算
案
の
審
議
が
さ
れ
て

い
る
が
、
市
町
村
へ
の

交
付
額
は
、
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
。
本
町
で

は
予
算
成
立
を
見
据
え
、

物
価
高
騰
対
策
に
資
す

る
取
組
に
つ
い
て
、
各

課
へ
事
業
検
討
を
指
示

し
た
。
交
付
額
が
決
ま

り
次
第
、
町
民
や
事
業

者
の
負
担
軽
減
を
支
援

で
き
る
よ
う
敏
速
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
【
建
設
行
政
に
つ
い

て
】
あ
ま
ぎ
自
然
と
伝

統
文
化
体
験
館
建
設
工

事
の
進
捗
状
況
、
及
び

完
成
後
の
運
用
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答

あ
ま
ぎ
自
然
と
伝

統
文
化
体
験
館
建
設
工

事
の
進
捗
状
況
は
、
建

築
工
事
・
電
気
設
備
工

事
・
機
械
設
備
工
事
・

外
構
工
事
２
工
区
を
発

注
し
て
お
り
、
今
年
度

内
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

（
総
工
費
13
億
5
2
0

0
万
円
）
完
成
後
の
運

用
計
画
に
つ
い
て
は
、

農
産
物
直
売
所
は
『
空

の
駅
あ
ま
ぎ
』
に
運
営

委
託
（
１
年
更
新
）
が

決
定
し
て
い
る
。（
依

託
費
と
し
て
人
件
費
や

Ｐ
Ｒ
活
動
で
約
5
0

0
万
円
、
光
熱
水
費

で
約
1
0
0
万
円
の
予

算
を
計
上
予
定
）
施
設

本
体
並
び
に
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
商

工
水
産
観
光
課
が
所
管

し
、
条
例
や
規
則
の
整

備
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
な
ど
施

設
管
理
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
。（
人

件
費
や
光
熱
水
費
で
約

1
0
0
0
万
円
程
予
算

計
上
予
定
）
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【令和 7年12月議会】提案された議案等の議決結果

件　　　　　名

議員名（議席番号順）

議決結果
松
山
小
百
合

平
岡
　
寛
次

島
　
　
和
也

喜
入
伊
佐
男

吉
村
　
元
光

奥
　
　
好
生

昇
　
　
健
児

大
𠮷
皓
一
郎

久
田
　
高
志

柏
木
　
辰
二

前
田
　
芳
作

柏
井
　
洋
一

平
山
　
栄
助

上
岡
　
義
茂

12　

月　

議　

会

条
例

天城町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  国においては、「こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）」を創設し、令和８年４月から全国実施することと
しており、本町においても乳児等通園支援事業を適切に実施するための必要な事項を定める条例の制定を決めた。

契
約

令和７年度直売所運営準備事業（POS システム関係機器及びソフト一式購入）に係る物品売買契約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  あまぎ自然と伝統文化体験館内農産物直売所に設置するＰＯＳレジ及びその関係機器等購入の為、令和７年１１月
１２日に指名競争入札を行い仮契約を行っており、その契約の締結を決めた。

令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事請負変更契約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  令和７年６月１２日に請負契約を締結した、令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事の請負変更契約の
締結を決めた。

令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機械設備工事）請負変更契約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  令和７年６月１２日に請負契約を締結した、令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機械設備工事）
の請負変更契約の締結を決めた。

令
和
７
年
度
補
正
予
算

令和７年度天城町一般会計予算補正（第６号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ１億２千５百１５万１千円を追加し、予算総額を８４億９千６百８８万２千円とした。

令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案同意

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ４千２７万７千円を増額し、予算総額を１０億４千６百７５万１千円とした。

令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ３千５百９３万４千円を増額し、予算総額を９億４千７百１６万円とした。

令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算をそれぞれ２百３３万２千円減額し、予算総額を９千７百２４万円とした。

令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正（第４号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ７３万円を増額し、予算総額を６千９百８１万９千円とした。

令和７年度天城町水道事業会計補正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  水道事業費用を２百３５万７千円増額し、総額２億２８万５千円に定め、資本的収入を１百２９万８千円増額し、
総額を３億２千５百９４万８千円に、資本的支出を１百２９万８千円増額し、総額を３億７千１万７千円とした。

請
願

天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制に関する請願

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 採択

 内容  奄美地域を含む離島は、限られた医療資源の中で急性期医療等に対応していかねばならず、また天候等によりその
輸送手段も左右されてしまうことから、血液製剤の備蓄機能が失われてしまえば人命への甚大な影響が懸念される。今後、
奄美地域全体において輸血用血液製剤を安定的に供給していくために、奄美大島への血液備蓄所再設置、遠隔地の地域中
核病院に対する迅速な血液供給体制の構築、離島地域における平時の血液供給の許容に対する要望について賛同する。と
の意見が多く全会一致で採択すべきものと決定し、本会議においても全会一致で採択した。

三町共有地（墓地）の平等配分に関する請願書

× × × × × × 〇 × × × × × × - 不採択 内容  請願者と三京集落との間での問題であり、民事不介入の観点から議会が採択すべきものではないと考える。との意
見で、全会一致で不採択とした。

議
会
が
提
出
し
た
議
案

議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制構築を求める意見書（案）について　※追加議案

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  天城町民の命ひいては奄美群島の命を守るために次の事項について意見書提出を決めた。１．鹿児島県は、唯一の
血液供給会社である日本赤十字社を主体とした奄美大島への血液備蓄再設置を進めること。２．鹿児島県は、その島での
血液備蓄ができていた旧備蓄医療機関に制度に類いする仕組みの復活等、日本赤十字社を主体とした遠隔地の地域中核病
院に対する迅速な血液供給体制向上の仕組みを構築すること。３．鹿児島県は、天城町を含めた離島地域における平時の
血液融通認容を、厚労省と交渉すること。

そ
の
他

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査　　　特別委員会委員の辞任について　※追加議案 〇 × × × × × × × 〇 - × × × - 不許可

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査　　　特別委員会委員の辞任について　※追加議案 〇 × × × × × × × - 〇 × × × - 不許可

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査　　　特別委員会委員の辞任について　※追加議案 - × × × × × × × 〇 〇 × × × - 不許可

【表の見方】〇：賛成　×：反対　欠：欠席　－：表決権なし
※上岡義茂議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
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【令和 7年12月議会】提案された議案等の議決結果

件　　　　　名

議員名（議席番号順）

議決結果
松
山
小
百
合

平
岡
　
寛
次

島
　
　
和
也

喜
入
伊
佐
男

吉
村
　
元
光

奥
　
　
好
生

昇
　
　
健
児

大
𠮷
皓
一
郎

久
田
　
高
志

柏
木
　
辰
二

前
田
　
芳
作

柏
井
　
洋
一

平
山
　
栄
助

上
岡
　
義
茂

12　

月　

議　

会

条
例

天城町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  国においては、「こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）」を創設し、令和８年４月から全国実施することと
しており、本町においても乳児等通園支援事業を適切に実施するための必要な事項を定める条例の制定を決めた。

契
約

令和７年度直売所運営準備事業（POS システム関係機器及びソフト一式購入）に係る物品売買契約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  あまぎ自然と伝統文化体験館内農産物直売所に設置するＰＯＳレジ及びその関係機器等購入の為、令和７年１１月
１２日に指名競争入札を行い仮契約を行っており、その契約の締結を決めた。

令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事請負変更契約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  令和７年６月１２日に請負契約を締結した、令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事の請負変更契約の
締結を決めた。

令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機械設備工事）請負変更契約について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  令和７年６月１２日に請負契約を締結した、令和７年度　あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事（機械設備工事）
の請負変更契約の締結を決めた。

令
和
７
年
度
補
正
予
算

令和７年度天城町一般会計予算補正（第６号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ１億２千５百１５万１千円を追加し、予算総額を８４億９千６百８８万２千円とした。

令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案同意

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ４千２７万７千円を増額し、予算総額を１０億４千６百７５万１千円とした。

令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ３千５百９３万４千円を増額し、予算総額を９億４千７百１６万円とした。

令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第３号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算をそれぞれ２百３３万２千円減額し、予算総額を９千７百２４万円とした。

令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正（第４号）について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ７３万円を増額し、予算総額を６千９百８１万９千円とした。

令和７年度天城町水道事業会計補正予算（第３号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決 内容  水道事業費用を２百３５万７千円増額し、総額２億２８万５千円に定め、資本的収入を１百２９万８千円増額し、
総額を３億２千５百９４万８千円に、資本的支出を１百２９万８千円増額し、総額を３億７千１万７千円とした。

請
願

天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制に関する請願

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 採択

 内容  奄美地域を含む離島は、限られた医療資源の中で急性期医療等に対応していかねばならず、また天候等によりその
輸送手段も左右されてしまうことから、血液製剤の備蓄機能が失われてしまえば人命への甚大な影響が懸念される。今後、
奄美地域全体において輸血用血液製剤を安定的に供給していくために、奄美大島への血液備蓄所再設置、遠隔地の地域中
核病院に対する迅速な血液供給体制の構築、離島地域における平時の血液供給の許容に対する要望について賛同する。と
の意見が多く全会一致で採択すべきものと決定し、本会議においても全会一致で採択した。

三町共有地（墓地）の平等配分に関する請願書

× × × × × × 〇 × × × × × × - 不採択 内容  請願者と三京集落との間での問題であり、民事不介入の観点から議会が採択すべきものではないと考える。との意
見で、全会一致で不採択とした。

議
会
が
提
出
し
た
議
案

議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制構築を求める意見書（案）について　※追加議案

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

 内容  天城町民の命ひいては奄美群島の命を守るために次の事項について意見書提出を決めた。１．鹿児島県は、唯一の
血液供給会社である日本赤十字社を主体とした奄美大島への血液備蓄再設置を進めること。２．鹿児島県は、その島での
血液備蓄ができていた旧備蓄医療機関に制度に類いする仕組みの復活等、日本赤十字社を主体とした遠隔地の地域中核病
院に対する迅速な血液供給体制向上の仕組みを構築すること。３．鹿児島県は、天城町を含めた離島地域における平時の
血液融通認容を、厚労省と交渉すること。

そ
の
他

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査　　　特別委員会委員の辞任について　※追加議案 〇 × × × × × × × 〇 - × × × - 不許可

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査　　　特別委員会委員の辞任について　※追加議案 〇 × × × × × × × - 〇 × × × - 不許可

天城町議会議員定数及び報酬等に関する調査　　　特別委員会委員の辞任について　※追加議案 - × × × × × × × 〇 〇 × × × - 不許可
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令和７年総務文教厚生常任委員会所管事務調査
視察年月日：令和７年１１月１９日（水）、２０日（木）、２１日（金）
視　察　者： 平岡寛次委員長・吉村元光委員・柏井洋一委員・柏木辰二委員・久田高志委員・松山小百合委員

（随行者：藤井美樹事務局書記）

【令和７年 11 月 19 日（水）】
１．ハローワールド株式会社

場所：沖縄県沖縄市中央 1-7-8
目的：「まちなか留学」の取組み状況について
内容： 教育委員会が実施する「まちなか留学」を受け入れる委託

先です。野中光社長より「まちなか留学」について概要説
明を受けました。ハローワールド㈱では、世界中に１か国
ずつ友達がいる事が当たり前の社会を実践するべく、世界
の教室をつなぐ事業、まちなか留学事業、イングリッシュ
クエスト事業を展開し、多様性に対する理解やマインドセッ
トを身につけ、グローバルに活躍できる力を提供していま
す。「まちなか留学」事業では、全国 200 自治体、700 校
以上の学校にて導入されております。令和 7 年度実施した
天城町の中学生へのアンケートの結果では、全てにおいて

「満足」との回答、また、天城小修学旅行生へのアンケート
では、イングリッシュスピーカーとの時間に満足したとの
回答でした。

【令和 7 年 11 月 20 日（木）】
２．恩納村役場

場所：沖縄県国頭郡恩納村恩納 2451
目的：ふるさと納税の取組みについて
内容： 恩納村議会島袋議長より歓迎のご挨拶を頂き、宮平総務課長からふるさと納税について概要説明を受けました。

恩納村ふるさとづくり応援寄付金事業を委託業者に頼らず、育成を目的として恩納村商工会と業務委託しており
ます。事業開始直後の実績の推移は、開始直後（2016 年）の寄付額は、３件、113 万円が、その後、ＪＴＢ
と業務契約を行い、返礼品に旅行クーポンや、ホテル宿泊券導入してから、寄付額が年々増加して、令和 6 年度
は約 34 億円の寄付額となり、13,665 件の件数となりました。恩納村の返礼品の９割近くが旅行系の返礼品と
なっていて、特産品の返礼品が全体の１割程度となっている事から、今後新しい返礼品の開発、特産品の推奨に
取り組むとの事です。更には、市場での需要調査を実施し、ニーズに合わせた返礼品開発を行い、宿泊に係るサー
ビス（決済方法等）の需要にあわせたポータルサイトの導
入を推進し、村内事業者との意見交換を進め、特にホテル
のスタッフへの商品の説明や現地型決済の導入及び使用方
法について説明会等の開催を検討しております。また、今
後の見通しについて、一昨年の税制改正に伴う宿泊関連の
制限（一泊５万円以内）が施行され、今後寄付予想額を下
回りつつある中、観光関連に連動した返礼品の開発や特産
品のＰＲが必要との説明でした。意見交換の中で、宮平総
務課長より天城町の返礼品についてのお尋ねがあり、天城
町では、農産物、亜熱帯果樹、マンゴー、黒糖焼酎、リュ
ウキュウイノシシ肉が主要返礼品である事を説明した中で、

「リュウキュウイノシシ肉」について大変興味を持っておら
れました。

３．ＮＰＯ法人こども家庭リソースセンター沖縄
場所：沖縄県沖縄市中央 3-15-5　１Ｆ
目的：子育て支援について
内容： 金城センター長より子育て支援及び沖縄市ファミリーサポー

トセンター事業の概要説明を受けました。こども家庭リソー
スセンター沖縄は、2000 年より「保育サービスていー
だ」活動を経て、2007 年 3 月に法人化。沖縄の子育て
家庭支援実践において、社会全体で子育てする機運を高め
たいという志をもつＮＰＯ法人です。家族機能の変化によ
り、子育てに関する公的支援で対応できない人々に対して、
ニーズを＋αの実践にかえ「愛すること・学ぶこと・働く
こと」を応援していける活動を行っております。子育て困
難や若者の自立困難、家庭の抱える多様な困難という社会
問題にも目を向け、当ＮＰＯが果たせる役割として「相互
援助活動事業」「一時預かり事業」及び「相談事業」を展開
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しております。法人設立後の主な活動経過として、沖縄県より 2008 年 6 月、子育てママの就業講座事業受託、
2009 年 4 月、沖縄市就労支援センター事業受託、2011 年 4 月、沖縄市ファミリーサポートセンター受託事
業等が大きな活動経過となっております。沖縄市ファミリーサポートセンター事業は、相互援助型子育て支援（有
償）は、事前の会員登録が必要です。「子育ての手助けをしてほしい」「子育ての手伝いがしたい」という人たち
が会員登録し地域で総合援助活動を行う組織です。令和 6 年度の活動報告書によりますと、おねがい会員、2,907
名　まかせて会員、274 名　どっちも会員、84 名　合計 3,265 名となっております。活動内容は、①保育施
設学校等開始前終了後の送迎②保育施設学校等開始前終了後の預かり③塾・習い事の子供の送迎④障害を持つ子
どもの預かり・送迎⑤保護者用事の際の預かり⑥保護者の就労の場合の預かりとなっており、利用内容分析によ
りますと、送迎ニーズが多い。未就学児の利用が多い。小学生以上は習い事送迎が多い。そのため、傾向として、
活動時間帯も朝・夕の送迎時間帯がピークである様です。また、利用料の負担軽減を目的とした補助制度もあり、
センターへご相談下さいとの事でした。ＮＰＯ法人こども家庭リソースセンター沖縄が目指すところ（理念）と
して、子どもと家庭全体のウエルビーイング（よりよい幸せにむかって）の為に、孤立しない、地域循環型支援
を支えています。

【令和 7 年 11 月 21 日（金）】
４．国立戦没者墓苑（平和記念公園）

場所：沖縄県糸満市字摩文仁 444
目的：平和学習
内容： 戦後 80 年に当り、平和学習の一環として平和記念公園を

参拝しました。平和記念公園は本島南部の「沖縄戦終焉の
地」糸満市摩文仁の丘陵を南に望み、南東側に険しく美し
い海岸線を眺望できる台地にあります。公園整備は琉球政
府時代に着手、復帰後昭和 47 年から都市公園として本
格的な整備を進めています。公園内には沖縄戦の写真や遺
品などを展示した平和記念資料館、沖縄戦で亡くなられた
すべての人々の氏名を刻んだ平和の礎、戦没者の鎮魂と永
遠の平和を祈る平和記念像が安置されている沖縄平和記念
堂、そして摩文仁の丘には国立沖縄戦没者墓苑や府県、団
体の慰霊塔が 50 基建立されています。また、「平和の礎」
建設の趣旨として、沖縄の歴史と風土の中で培われた「平
和のこころ」を広く内外にのべ伝え、世界の恒久平和を願
い、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦などで亡くなられたすべての人々の氏名を刻んだ記念碑「平和の礎」
を、太平洋戦争・沖縄戦終結 50 周年を記念して 1995 年６月 23 日に建設されました。去る沖縄戦などで亡
くなられた国内外の 20 万人余のすべての人々に追悼の意を表し、御霊を慰めるとともに、今日、平和の享受
できる幸せと平和の尊さを再認識し、世界の恒久平和を祈念する事が基本理念の様です。平和記念公園の規模は
47.0ha の広範囲に及ぶ為、また、時間の都合上もあり、視察者全員徒歩にて、鹿児島県慰霊塔に献花し、恒久
平和を誓いました。

５．道の駅　いとまん
場所：沖縄県糸満市西崎町 4-20-4
目的：市場調査
内容： 日本最南端の道の駅いとまんは、那覇空港から車で 20

分の場所に位置し、物産センターや農産物の直売所、
鮮魚店が入った複合商業施設です。県内最大のファー
マーズマーケット「うまんちゅ市場」、新鮮な魚介類を
味わう事ができる「お魚センター」、お買い物もグルメ
も楽しめる「遊食楽（ゆくら）」、団体のお客様 120 席
対応可能な「沖縄式島豚焼肉ばんない」、糸満の情報提
供スペース「情報館」、また、イベント広場（アーケード）
や大型バス駐車場も完備されていました。中でもお魚
センターは、沖縄近海で水揚げされた鮮度抜群のお刺
身や海鮮丼、にぎり寿司、天ぷらなどを扱う鮮魚店が集まり、テイクアウトはもちろん、屋外に設置されているイー
トスペースには多くの観光客で賑わっておりました。また、糸満市物産センター（遊食楽）は、糸満の物産をメ
インに、沖縄各地域のアイテムが約 2,000 点集まっています。施設中央のアーケードの下の広々としたイベン
ト広場では、雨天時でも各種イベントが実施可能で、市内外の方の利用も可能との事です。本町が進める農産物
直売所やうおっちょ、猪工房一帯の施設運営において、大きな参考となりました。

視察を終えて
人口減少課題が大きく取り上げられる中、奄美と沖縄県との交流推進は非常に重要な政策でもあります。各視察先の取
組みを参考にして、今後の行政企画・立案また、政策提言や議員活動に活かして参りたいと思います。

総務文教厚生常任委員会
委員長　平岡　寛次



◆ 編 集 後 記 ◆
　

町
民
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
火
災
と
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
、
ま
た
、
日
本
国
の
ト
ッ
プ
に
は
初
め
て
女
性
の
内
閣
総
理

大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

私
達
議
員
の
仕
事
で
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
一
番
目
に
新
年
度
の

予
算
の
採
決
、二
番
目
に
町
民
の
要
望
を
解
決
し
て
行
く
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
形
を
成
す
、
完
成
す
る
こ
と
に
は
一
人
一
人
の
度
胸
が
一

番
前
に
来
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。「
行
動
を
し
な
が
ら
考
え
て

足
を
運
ぶ
」、
こ
の
哲
学
は
徳
田
虎
雄
先
生
の
教
え
で
す
。「
思
っ
た

日
が
吉
日
」
と
中
国
の
思
想
家
、
孔
子
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
私
の

人
生
の
哲
学
と
し
て
一
番
目
に
来
る
の
は
『
義
』
と
い
う
言
葉
で
す
。

そ
の
意
味
は
道
理
や
正
し
さ
、
人
と
し
て
守
る
べ
き
行
い
で
す
。
こ

れ
を
基
本
と
し
て
今
後
も
天
城
町
民
の
思
い
を
組
み
取
り
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　

喜
入　

伊
佐
男

発行／鹿児島県　天城町議会
編集／天城町議会だより編集委員会

〒 891-7612　鹿児島県大島郡天城町平土野 2691-1
TEL（0997）85-3111　FAX（0997）85-3110
http://www.yui-amagi.com/

　令和７年 11 月 14 日（金）、天城町役場４階「ユイの里ホール」において令和７年
町民と議会と語る会が開催されました。
　この語る会は町民の皆様が日頃お考えになっていること、困っていること、疑問な
どについて意見を聴取し、議会活動に反映させることを目的として実施しています。

令和７年 町民と議会と語る会令和７年 町民と議会と語る会
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※町民の皆様からいただいたご意見、ご質問等は後日、町ホームページへ掲載予定です。


